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【アンケ−ト1　考える子】白子小の

子どもたちは、主体的・自主的に学

習に取り組み、自分で考えて学習し

ている。

105 141 6 26 41.7% 97.6%

【アンケ−ト2　仲良くする子】白子

小の子どもたちは、友達や周りの人

と協力したり対話したりして学習し

ている。

155 103 1 19 59.8% 99.6%

【アンケ−ト3　元気な子】白子小の

子どもたちは、良い生活リズムで健

康に生活したり、進んで運動したり

している。

171 83 6 18 65.8% 97.7%

【アンケート4　規律ある態度】白子

小の子どもたちは、生活や学習の

ルール(あいさつ・時間を守る・話を

聞く・言葉遣い・整理整頓等)を守っ

て生活している。

93 147 15 22 36.5% 94.1%

【アンケート5　生徒指導】学校は、

いじめや不登校等の生徒指導対応を

丁寧に行い、子どもたち一人一人を

大切にした指導をしている。

116 110 7 45 49.8% 97.0%

【アンケート6　道徳・特活】学校

は、道徳教育(思いやり・親切・善悪

の判断・誠実等)を充実させ、特別活

動や行事を通して道徳的実践をさせ

ている。

137 118 4 17 52.9% 98.5%

【アンケート7　新しい学び】学校は

ICTの活用や外国語・SDGs・キャリ

ア教育等、子どもたちが予測不可能

な時代を生きるための教育を推進し

ている。

134 107 7 30 54.0% 97.2%

【アンケート8　安心・安全】学校

は、登下校の安全対策、防犯・防災

対策、怪我対応等を充実させ、安

心・安全な学校づくりに努めてい

る。

165 95 11 7 60.9% 95.9%

【アンケート9　地域・保護者連携】

学校は、児童の様子や教育活動を積

極的に情報提供したり、地域・保護

者との連携に努めたりしている。

176 87 2 13 66.4% 99.2%
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 保護者アンケートへのご協力ありがとうございました。集計結果を報告させていただき

ます。 

 アンケートの内容は、本年度から一新させていただきました。主目的としては、「新しい

学び」「主体的・対話的で深い学び」の推進に対応した形での保護者・地域の皆様からの評

価をいただきたいという点にございます。ご理解のほど、よろしくお願いいたします。 

 また、多くのご記載事項をいただきましたが、白子小の学校教育への激励・応援の言葉

を多くいただきました。また教育活動の動画配信、食育への取り組み、担任の学級活動等

の取り組みに対するご理解・ご支援の言葉も多くいただきました。職員一同、これからも

白子小の子ども達の成長のために、力を合わせて参ります。 

ご意見の中で複数意見があったものについて、ＦＡＱ形式で回答させていただきます。

（文面はそのままではなく簡略化してあります。ご了承ください。）ＦＡＱにないご意見で

個別に回答が必要と判断した記述については、明日以降、電話またはさくら連絡網にて個

別に回答させていただきます。 

 

 アンケートの内容が「白子小の子ども達」を対象としているものが多く、回答が難しか

った。用意に回答でき、リアルな現状を収集できるように工夫してほしい。 

➔ ご意見ありがとうございます。今回、前半の質問の対象を「白子小の子ども達」とさせて

いただきました。これは、今回の趣旨が「学校教育全体に対しての評価・意見を集約した

い」というものであるためです。個々の事案に対しては、「報告・連絡・相談」により個別

に対応して解決していきたいと考えております。しかし、コロナ禍で教育活動を直に見て

いただく機会も少なかったことも事実ですので、今後、どのような質問の仕方が良いか検

討し、次年度のアンケートを作成したいと思います。 

 

 ＩＣＴ活用をもっと推進してほしい。ネットで調べたことをそのまま転記するような

学習はあまり意味がないのではないか。 

➔ ご意見ありがとうございます。白子小では、まずタイピングの技能が身につかなければ、

タブレットを有効に活用することができないという結論に至りました。そのため、朝の学

習の時間に、「タイピングタイム」を設け、低学年からタブレットに触れ、タイピングがで

きる技能を楽しく身につけられるようにしています。学校だより１０月号でも述べさせて

いただきましたが、ネットにあることをそのまま転記するような学習の問題点については、

我々も同様に感じています。ただタブレットを使ったというのではなく、それが主体的・

対話的で深い学びに繋がってこなければなりません。こうした研究を今後も推進して参り

ます。 



 校門が誰でも入れる状態で不安。セキュリティーを高めてほしい。 

➔ ご意見ありがとうございます。昨今、幼稚園・保育園ではセキュリティーキーによる開閉

が一般化してきました。しかし、小中学校は、児童生徒が通うだけでなく、社会体育団体

も使用している等、セキュリティーキーによる開閉にするには、課題が多いのが現状です。

また警備員等の人員を配置するのは、コストの面で実現が困難な状況と思われます。いず

れにしても学校予算の中で解決できる事案ではなく、和光市政全体としての判断になりま

す。学校としては、児童登校後の門の閉鎖等はしっかりと行っていきたいと思います。 

 

 コロナ禍で体力低下が不安です。何か対策をとってほしい。 

➔ ご意見ありがとうございます。コロナ禍における児童の体力低下は全国的な課題にもなっ

ています。白子小学校でも、どのような対策が良いか検討を続けていますが、やはり継続

的に実施できる運動、それも小学生に必要な体幹をつくる運動が相応しいのではないかと

考えています。対策をまとめ実施していきたいと思います。 

 

 危険な歩道、信号のない横断歩道等がある。改善をお願いしたい。 

➔ ご意見ありがとうございます。まず学校が管理しているのは学校施設だけなので、歩道等

については行政に依頼していく必要があります。そのため、一斉下校の際に職員が付き添

い、危険個所があれば報告するようにしています。また市内一斉パトロールの際に、防犯

だけでなく交通安全という側面からも報告いただくのも良いかと思います。いずれにして

も、こうした場所については報告・連絡・相談をいただき、個別に対応していきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 

 子ども達のあいさつの声が聞えない。 

➔ ご意見ありがとうございます。昨年に引き続き記述欄で最も多い意見でした。コロナ禍で

大きな声で話すのが躊躇われる環境もありました。こうした状況が、あいさつがないこと

にも繋がっているかもしれません。どこかのタイミングで、あいさつについて、地域・保

護者と連携した活動が必要ではないかと感じています。しばらくお待ちください。 

 

 下校時の児童のマナーが悪い。暴言・暴力、さらには道路に広がりクラクションを鳴ら

されたりもしている。公園の利用のしかたも少し酷い。 

➔ ご意見ありがとうございます。学校でも繰り返し指導していますが、目に余ることがあり

ましたら、すぐに学校にご連絡ください。直接、本人に指導し保護者に連絡します。その

子のためですから名前を確認していただいて構いません。予防策としては、現在、民生委

員の皆様が定期的に見回りを実施してくださっています。地域とも連携しながら改善を図

って参ります。 

 

 



 コロナで縦割り活動が少なくなっているので、もっと増やしてほしい。 

➔ ご意見ありがとうございます。縦割り班活動は、子ども達の健全な心の成長のために大変、

重要な活動だと考えています。本年度も後半は、ほぼ通年通りの規模に戻して活動しまし

た。次年度は、さらに工夫をしていきたいと思います。 

 

 プールの回数、運動会・授業参観の方法等を工夫してほしい。 

➔ ご意見ありがとうございます。これらの行事については、開催方法について、和光市内小

中学校・和光市教育委員会等と協議を重ねて実施方法を検討しました。白子小学校として

は、可能な限り、保護者の皆様にお子様の様子を見ていただく機会、子ども達が多くの経

験を積める機会を作っていきたいと思います。 

 

 主体的に学ぶためには、子ども達が興味を持ち目が輝くような授業が必要。こうした授

業を実践してほしい。 

➔ ご意見ありがとうございます。まさしくその通りで、こうした授業を実践していくため、

外部人材の活用、体験型学習等の実施をさらに推進いていきます。また日々の教室での授

業においても、子ども達が自分で課題を見つけ、解決を目指す授業を実践していきます。 

 

 いじめ・人間関係等については、人に興味を持つことが大切。こうした学習を実践して

ほしい。 

➔ ご意見ありがとうございます。こちらもその通りで、根底にあるのは「人権意識を育む」

ということになります。起こってしまったいじめやトラブルに対しては、報告・連絡・相

談を密にして、個別に対応していきますが、人権意識は、日々の生活の中で、学級活動や

道徳、生徒指導等を行う中で、少しずつ育んでいくものになります。是非、ご家庭との連

携を密にして人権意識を育んでいきたいと思います。 

 

 自転車に乗るときにはヘルメットをつけるように指導してほしい。 

➔ ご意見ありがとうございます。すでにさくら連絡網でも周知しているように、法律が改正

され、自転車に乗る際にはヘルメットを着用することが努力義務になっています。学校で

も指導していきますが「努力」の文字がある以上、強制力はないのが残念です。子ども達

が自転車に乗る際には是非、ヘルメットのご用意と着用の確認をお願いします。 

 

 体育着の長ズボンでの対応はダメでしょうか。 

➔ ご意見ありがとうございます。基本的に可ということで意見集約中ですが、素材や種類に

よっては、運動の際に問題が生じるものもあります。これらの整理が必要ですので、いま

しばらくお待ちください。 

 


